
管桐塔「個人情報保藤法J… 23面

給 幼  「資本はの正仰①J… 45面

戦略的法務室  6面

東相 漂層「人結って1」 7箇

メセナとCSR表 紙の腕明… 8面

●

●

●

●

●

車 OHl―

企末とモ/で ある と 笥古したの■千こタイオー

ド発明 ヤ いで,そ に■っためヽのN氏 である。ニッ

イン拡送文卓劇のH氏  首 電の転十七転 100の Mク

ァンド 夜 ちも企末をt′ な、ヽするわら,気 で束ク

取り=メ ヽヽのtヒ よJ末 るのであろう。企末自身b

kMと かヽ力R卸 残とと云い■A4ら3 に lriノ  ″

■には″つく新寛開発に 4急やであるが 意 外に今

ヨ 明 0″ ネ1==う ない企景のヽの研たに11疎とに

なりがちであろ

しかし 企 ■ 4わ辞てとr.、、 企末!ユ人とiノ と

のねユ慎,て 成り■,て いること4「H百である 査

茶■台る人 (人間)に 取せて法盛打された慎は体(

あり た めヽち 「法人Jと いわ“ 企 葉 =ネおうく裕

を佑えており 人 セ向ど〈杏素SA芝 ||って曽体で

ある。

範 ヽの開ゑ 喘 "― 荘 帥

ぬ合～亀 今 企 点のヽ 企 葉の打力 企 ■の々ぬ

養崎が内われているのである Nの 発珂も H M

の「い う～″のオせる技である。

や″はR馬 のスこである。企葉は道り来るうちゆ

るたをこに虫 L4す れば4う ■、ヽ。線的 ぬ合～い

芸四4来 のj●お式養が今 強 く受木されている。

[
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EUお まれヨみ 霞冶承像は入り公 的外れし 情ヽ報保盛猛 Gレ喘田立爆日に関げ
る基揮)は 閉環になつてから一年そこそこで大しに手直しもされよ うるさ。授 ス
コミ 報おいら'口 り襲 (蜘 電串ゆ をスれるだけ〔 ゴリ押して国会ヨ 〔スし
てしない、今年4月 お さn3L壬 った
法窮―案にある 「口人情報の勧電性に配8し つつ、国人の海利利童を保醸するJと
いうお題目とはほと遺く、限りなく「表配の自由」を抑圧する、気ににものも言えぬ
噂間社会をつくり出そうとしている1
申 世の中というのにこんな法律が口り通つていいものだろうな

出するh lRであって 当 よltHtに査=“ を代そ

=草 ら0 そ のにの立せ時に■'指定の口人を張

ルすることができるSの (にの情報とな場に真合

することがでさ そ 4に よ,特定の寝人を勝 1す

ることか`できることとなろしのをさお)をヽヽう J

とある

法第二奈二項に■「担Att tl,一 夕ヽ一ス尊J

についての規定にあろかヽ 法が,一 ″ベース保lf

であるカ ロ /tlt鞭全使を採Iす るのか明主さ“

てお=す  培 采的に増大ln釈を落真とをを味する

ことになってヽる 値 ぺln択の 向 をとかヽ そ の

分T'OF分 どとの楽件 体R,‐ ■,4こ となく1個

人情IRの保喪Jと ほぅてtiっ たため 全 使 (2

括)保 ltとをネすることになり 法 の目的が広(

浪然としてしまったと 民 に41-案 で 11個 人の

結力ば1奈の保:匂と大民B虫 夕広 ■てお" 一 奈
=気 の法丈千結千」が4【おのつケ々、ヽ手母を材

くことに■るのてある

"う かけ何人アータ係■とてtほ 定すれば 重 刊

えヽや茂■3起 さす 摘 人 ぐ六,M人 情報友H

を用も防げた害ではなかんうか

一 限 りなく言論紬制の道に近づく

こんな法律つくつていいのか !

法売frl t革年そこそことヽ うのに 卒 (3表 ■

,コ1 法見直しの,さ え工か■ ている

B本 隆済新田 7月 十B付 の転ユて111個 人‖

張係tt 掩 く皮舌tjの 人を出tで  学 核 病 院

企,に お する法Al忘の七仁を仁 茂 れ転りが報lt

され 4円 疾の声セtて 「保■法そのものの大h

が一連のドタ本夕倒の‖,サ とヽヽう扶tヽ 指ヽ摘も

えうれる

=た主発新18 0月 3B付 では法に田する特其

tを手が塩=“ たが「氏=三 共のと`2堪 るがす〕

と,れ を4■ t l法 のL憤 (メ■妥jの た手6

日,う|(

■央に よ歯査や航と1 取 11 ,ン ケー トた'

の過eて  一 校市民の中で`え気軽に■や個人の

ことを14すことがタターl■される鶏綿,t山推い

て、ヽる交ttで 法 に■4過ⅢⅢえ点 混 乱 芸磁"

ヽ年のた彰呼は友状的になか`りつつある

IEA― m理 か

個人情報と一言に■っても そ のtネ する穐四

“tBめて広( 本 ttて ある

法存二茶で 11伸人lthlとt =rrす る個人に
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園スに出″卜田における値入情報に日する法作

のタイトル14どのとうに表されてヽヽるか フ =リ

ストブッタス 10とA拒 人情HR係慎劇 にtt拭さ

れてヽヽる「0〔60おa田 三十力自における悼人fttR

保IR法4tJ一生衣を減悦すると衣の1う なことが

判明する。

30″ 口や 23″ 口【」保4E法のタイト′レになす

0人 メー″(Po`車 ono1 0。 lo)｀ と

な示されており す ばり 客 A48軽案長法 と ■

っているのは″す夕のみである。残ちアメリ″

メ々ン″ 常 口に!4氏前BFrl対象の保喪法は■(

■■―ツータント オ ーストラリアはブライネシ
ー法とtている。力'夕 でさえ電子女古法が力え

られてお' 何の生件 ほ定もつけす宮`ご と「伸

人411Rtttt濠」と大ユ段にやってしまったの 4B

本たいと、ヽうことになる。

■タトロ や にい人flRや ブライネンーについて

!ユ強 tヽ 枕ヽ例をしているEU済 国ですち ね 六ア
ータと食件付いして 0人 補報 (全伎)と は一A

区別 t ttAtt根 の布用とや表現の自古への宜店

,イ電わ“とのに 日 キの場合14このよしぃEυ 方

式れをとに伯をいけて 夜 質的に体制限に値人41

像を採に'な 格好となり は ネ的に碩人41釈費印
の内れを紹S 値 人の脱ら■えないを生 人の●■

S奪 うにHf4ネ4ヽ とヽう44閉掠的な時間社会を作

リコす現Rが 亀きることに■ったのである。
この法 4ホネ、値AlllR大=ター″洸出 る 用

防止が自的である害■のに 'ミ 換Rや ブライ本

シー体いと凝口されな的外れの法AFで占 逆 に決

次の自由を,か す人右氏害rt曇を竜起する1==
ぅているのである

口人の相11を保宝するといoて逆にとホリ人

拒を,か すような今日の法は 民主主な社会にⅢ

盛4■ ヽヽお法では■かろう力、

はて斗rAう艦」い の値人情IRttlt法をつくって

し言ぅたところに長六のF・1電'1ある。
24せ iん rtrやができて[=ぅ たのか。

言ヤ考えられるのは 伸 人生機の雌 してぃる

西欧のEu型 係成法を そ “とはケtt,た II李

モアルを有する日本にそのこ=佑 六th用すると

いう～tの なヽヽ李号■■法革"が 始特できる。B

本人!4■氏人に比ぺ崇tBをA4千 t虫 がはく

■人ttほをか4り閉旗共有t ブ ライ シヽーをま

なイヒし■い打社会も向があり こ のあたりの日本

型社会モアルを焦現して お 欧式t■李(ア ル情脅

西成―辺例を実うに持控したところに高配があ

る。円でも西欧標みのよR4R松充出し″て大高法を

つくる大きな寝因とr4つて｀`こ。

次14立法電極て技た家たちのない私情,(末,

たことが この法目的を大きくllわせたことも■

もでさ■ヽヽ。焼 環たちがイライ本シー校をに■

ちを学蚊板の向短を鶴A4t純 題に持ち込み 恒

人情慎法月とプライネンー張どを残口させてし

=0た ところになの日匂0(と、ヽ 内 窓`"外 れの

なの(■ ったそのと鬼快される。

'二 【4 立 法44行のおケさこある

ユ法由が 法律作成に関する梅営声強と上法に

いど■中4祭 費を大き イ 末の手交 手 とにngャ

る今年をtり  EU験 =ね の付暁″式で々,に 方

付けてし宮ったもが姦い。現実Lttの容,■ 配金

規定楓みのユ法祭9Hが他ケさををくのである

よltはマスメアィア 学 者 文 化人ちが法に対

するゆ味、描利、お疫提出を最り 最 体的に率tl

してしまったこttは茂合で■うよ 、ヽ力芝て 田

氏全体が拒刊のデも■1げ  績 ヘカに法2縄めて

t=っ た依責任はこ行をセ=■ るところである。

この■うな忠法はほ末 出 工と,Witヽ がヽ

,I 指 定する1=しても 上 を下と式のよ今 tB

針 ″ イトラインなどの套号■これたしをするの

ではなく 今 一女 法 の的を舷り も 工“し,る こ

ヒに■,憶人IRIRの高を ど の3n,2係 R 札 ⅢⅢ

するりヽ ■ 人情報の分顛壇列を申H7に検t4して

係にすべ=値 人持想とおよ外を明trに区,1する
｀きである。
伸人情HR波用彦止に的を取るヽ さである。

斑 ― ・車

今回のたは 恒 人41“がどこ(tro■ ,11忠

Rさ “ ■ 人″てどの程茂梅利校書を実けてぃとい

持 現 次のえ体的芋とにと'(校 ま 当lRするこ

と44とに た た磁合うに 「口rrtr準との章合低j

と,ヽ内 会の出ウJ持  8nこぇのょぃ央今R
19をと｀て 兄 口,そであった欧州1型保慎法にも
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' 日本済は金3な2'00貫余(A6Ⅲ)のポリニームを
||る毎りした縫済学tと してわけれ 革 ネitと と

4t式における資本の全焼にl●ろうとしたもので そ
の表現方法!4占【式(を いれている,(突 確に虚ん

でみると竜外にな断 R題 ,卜白寝住におちてお'

お=そ理占とかぬ速とはにととい。けしろマルタス

の承情でをかれた☆本主義に対するな烈■付忠の

情合がlIわってくるat本移ほとでも書うのがt」
のようである。そ“も経済年の先駆をアダム ス ミ

ス=者 〔口なぉ|に 対するむさ山しの生やヽとは意

を持ってが」し、うにやか“たよ怜の台とても云

えよう。このあたりは捨 環のBtt・8氏 6「あれ(資

本畿)は41常的」とヽ ち た均実的なえ方をしている

のがFFよりである。お速とは■bに★本ぬは宴おで!4

■く ド タ,印 フィタションであリ ホ 呆持,戦 夫

でをかれるべきものあtこ ともあろうにお速方法で

やかれているため =解り定いのである 策 奉合は由

■を受,た持刷みたいなもので 由理を重して理解

しようとするなちは オをとR理 たちけでよが甲ら

なくなるのは首ネである。マルタスはレトリククの

を手ではなく 天 キトリッタの巧み■マツシャンで

ある。夜にこの トリックについては夜閉で明け力Vt

するが とにかくクルクスは大手によるとかせどこ

ろ 幾 し大切をよく弁えており 48い 先生方もみん
r4こん4マ シ″クにやられてし=)よ うである。

もしも ☆ ホ占を持ちうとすら■ち【正直に会

傘注■なくても や は,マルタスのをいた時ぅべち

な文●本『費労ると☆判 :賞全 商絡方iび イJ鴻』
この2冊をさら,と虚め!r抗分こと長"る とこちで

☆織 はこの2冊に屯ひれをつ`|ポリ=― ムを大き

くしただけのシ0モ ′である 全 4nt転■んて焦快

行祈となくても ☆ ホおの在ヽと■2jところをん,

ちり鵡みこなせ!r発 本強のIE4を打むことができ

仕本【すられた卜けックも明ち,W=な るとヽ うヽもの

である。その枚ヽとなるとことが 2'00京中のほか

4■ である。傘号=で【=済本由舟一本の目友たて十セ
ー,な としてを立の1うに41畿するが 私～4ヌ と
ヽヽうので4年一を,15貫中のt4Rの算分 印ち第一告

,7寓 第24キ 第一欝 的 古右の松むJと さ“

な町である。自次だけ見ると力,■8字 が立んでい

るう( これはマルタスー亮の坪イし荘と考えればよい

蜘 訴″″ ス研酵む謝 』
君申型跡ほ口圧P↓ ス円四nfg
的 ツ螺チ るヽようF_
四 慨 車 蜘
弧 ‐ ― Hヽ -3
岳 し々く的 たフイクション」昭
カラクリ」輝ム 砂中
ャンは みけなるのトリック曜
(去ユ

☆4E年 一を  日 氷 (ウ〉

第一を キ 本の主なも程

時―■ 高 あと受Ⅲ

第一■ 由 B

章一" 高 あの二章束 使 用HE4と 臣“

'二 " 高 品になされた夕0の 二=ほ

第=" 拒 “ルお=た に宝強毎“

雰口" 台 この'ヤ リとことそのag

'二 子 女 4● g

'二 子 贅 寄=た 4寓i減

算―算 拒 “の来女

章二lr 及山■資

や=申  ,■

'■ ■  tt,の 章■へのほイヒ

タ0, 受 中のキ■への転イヒ

第一" 斉 ■の一伎定式

第■い ― 夜定式のオオ

第=" ヶ ■″の文、ヽヒ完"

,二 ■ 砲 封ウい金■●のとと

'ユ ● ケ ■agと 喜と■■■ぼ

第一" 夕 ■る種

第二" 朽 は■■lB再

"六や イ 突資革と可奏資本

'ti 仰 合““■
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っn潮 例 郎 コ けも(翔 乱ヽ景
母 ヤは イ仰 脇 由 岨 湾域 ‐ か

コ本崎なんて弔勢8ドラ劇 峨班はうな
みのラじ選担記植なく、0レ 方砿測温【
薙 r-4ペ ー翔 拘
ユてく&″ 帥 ― ツシ
k彫引ここのシリー抑 しを

第t師  規 枚甚どの発4に伴うツ■なの

第′ヽ師 大 ェ素による工与■工束

第九師 コ じL4…

年十師 大 工求ヒ食末

第二■ 花 力的m奈 価在と指対的和奈符“のど左

第■口i t41的 劇奈●|いと相対的刊奈拒“

環十二年 サ い″の西なとll奈"tと のこ印交ウ

第一" ツ "自 の大きさと,る の出【

臨二師 ツ い口沙 いのとな力とう`不交“…

椋二断 夕 いの44″ とな女が不夜Ⅲ…

臨口野 ツ いの持境 笙 と力 由 茂か■

第■六■ m奈 臣拒卒例■その宗式

第六■ 労 "貨 ▲

第■ti 技 磯″り強 吉た1■臣につ"■ ☆套…

第■′ヽキ ■ 高資な

環■九手 出 来岳r谷

時=0キ  労 ■■会の国民的=案

'ti ☆ 本の手【過程

第■一= 単 純ネどと

第■ニキ 仰 奈お,の ☆本への転1ヒ

第一" 拡 大された41tに おける責ネユ強

第二" 4F六 されたHtRに おける再=カ

析=" 刺 奈輌なのIAと に とヽへの分J。

芽口障 ☆ 本とい とヽへの利盗価との分H"Ⅲ …

芽工師 ヽ わヽゆろ夕"貨 な

第■== 受 ネ=生 的iな の―取的劇 4

第一ゆ 斉 紅 成 の不交4,合 における書希

第■" ttと それに伴うA椋 とのと行■

"=" ね 対的通納人, 吉 たはな景iお 子

第0" 相 対如 人,の なその,I14は

'工 " 資 本となり笥噴の一孜的な別の閉席

==0や  い わりるなな的古急

第一節 本 崩的帥

存=軒  快 村lE氏がうの工地のよモ

椋二切 15せ t末 メ末の検い`君 …

椋コ節 ☆ 本家り活お掟■をのと虚

第二観 工 費への農栞ネ命の戻杵開。…

寄六師 左 葉資本家の生転

狩t障  資 本まとり菰 の優蝉頃 ,

第ニエキ と ヽ北氏理由

(「I本 商 め転とIFX 岩 去●E予11り )

第一"  労 "ク の市X去

椋二HP  =と わのrt閉務部分における

第■"  ン ーシル の 「長終―■mJ

第0"  刺 奈=な物

存夕ヽキ  労 う0

第一" 労 的Bのは界

環二F7 和 盛ツ申にたいチろ鴻望。

第二市 力 嘉にたいする法り制限を大く

第的  加 ""お よび友口労生

第ユ師 毎 手労"日 のための内生 ■せ“

第六" 標 準"■ FSのための田先 労"薦 口の

第t" 標 財 い日のための日,。イi,スエう

"ん や 刺 傘価との字と刺奈"位 の■

'D■  お ☆り和盗価値の車

"十キ ね 対的和奈梅なの技金

寄十―キ 転 来

第十二手 分 束と工,■工景 (一市ヽ工市な略)

臨十二十 観積賞まと大工宗

Ⅲ―切 捜 標差このお宝

奈二" 生 友争に対する慎嶺技この

第二H7 捜 槙経営,(レ“をこえばチ

環口Fr 工 号

癖五師 労 “者と技枝とのR4

環六軒 観 積鷲とに■って理選された
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齢 雄

企奏 4拭rl 販売 投 E ■ な 夕 的には[=り

あちゆる猟″を受するAF 今 景 大に章■されるの

4全宗の～″である ～ 力■市場颯にお ,るR店 式

をであ, 企 来の市た広挺■俺合 IヽEtt lr iそR馬

の収驚である

企業の法務笙力`以崎々れ去技“をⅢ うヽ さであ

る 法 学を担いとして女治 経 済 に こ 京 弘 者

学年 高 女広電■打強室4Hによる法務=の 質り奇え

化と組蔵厳イヒを81ちヽ さてある。

企様の法務ヨよ灘 て法口わ さ

さやかな串 って由よら

水 ヽ首学わk唐 る 力揃 も つ

て高度な思を判車

抑 ― 韓 れ“ 鵠ヽ

的法務登`あ亀

■はおの口字。f嵐 4,ウ  Ⅲ 立

は″マ= 滝 ネ■せ機たと民主の革

けである様をのあ方を考えて■えば

よヽヽ

日回写真

法は会て不宅会てある 売 聖■法 ttあり■■ヽヽ

法のになに ヽ 全とをはすることか,お張かH4t=

る。ところが現実の″のせFl本 たに対立|(ぞ卓 L

ており 法 のせ軒などと,ど ほえ怠なに芝"し た瓜

本に閉じこもな時イヽ連れの世界 1■ヽヽとヽ ぅヽて もヽ

=で はない レ の世手はシーク″ンスJとすて棒官

する人もいる(,い てある 現 代 4も ■や俺対切=

上三な 1通用ttヽ こヽとが夕( 物 控 科 学の

似`"法 々宮の第一の 機ヽえ“ よ より策をとんす

ることてあろ。さ末☆"真 む  芙 ■"拒 の長語と

され ほ なにに対車のえ配か(あるナr■lAllに対にこ

馬の朽t4Pか しね対と 不 “定性の価t観 へ移fr t

ており 花 対授は次奏にと大ヽヽつつあり絶対的束理

の採死は現実世界か`ち出荘 tやす( マ タlp金のと

磯にlH'や すい

法 ユ現央社会の筑十 汽 範として,肋 114qにし41

るほ,(そ の,こ nttか地 うち“るものてある。現

突社合になにし■い程専的t法 といよ理の法■と

■,こ 臣tgiし な iヽれ 念匂になりやすい■定の

採究■,現貨セ直現し 突 麻矢例をとんど現実の手

女 手 忠などね合的観点 t立中tた分析ユ枚算り報

出,法 こそ颯車りを務どのとヽり茶'で ある

よセ寛めろエリ 究 を向うこと,th宝であろ 束

のせFを さと,よ り1■東となに定を■4し 現 矢

と票“み 現 央に印tた書崎4馬 者判断をすること

であな。

せ千工ね村性とが不崎定とのほ

念を尊大[せ歩どれ!1弘学のせ

界でさえ 「宅範 原理をみるI

とで 来 たに能ヽ世ほVrt情,くを

有ウ々 ■としていろのは法の世

界た |てある

法の不T‐全に理■ 4 女 た定立

イとさ“ていとヽヽ新しいを連のため

複い夫キた1'(111ほ jltt t鷲(

いすれ本紙ユにおいて交円を示し

キt(出 現t■ 1,41 rr4,■、、が

Aり 私たす快草句法務勤 ■,こ

に'1立する所であろ

法の不売合はと■hn単に言えば

どての法4不4H不売であるかう

なは休に現実せネに口Pヽしたtr=判断 とより怖え

と工 削 確してヽヽくヽ どで 広 文の電対国tイヒ4時

代鶴点を産出するのみと言う考え方である

圃 スト

ゼ■ラリストて,11町0 11)と ■広茂4描 合力或を

tち奇女で景状4こ ■判断t4r'tさ る人 とせう

志ネである 一 確的に“ゼキクリストと言えr雅字

若(ち ヤヽ担 解されがらであろか` 大 村Fn~氏 もそ

の岩■の中で ″ レイドア/クされたゼネラリスト

のほ合を提増してい4 ヤ キクリスト1対Aり であ

るのがスペシャリスト(,。Ⅲ l Ⅲl)であリ ネ 栞ス

ヽシヽリストとヽヽう月ほう`章r,文をセ床するのよ

離Sが力るところてあるよ ヰ 今 キ flよとかク。

のレヽ ルl●下になtく ス ヽシⅢリスト=破人とイヒ

す傾向 =あり 馬 t rl1 4 Ft考判断がてきない

状専Ⅲ法務宮の第二のせ浅えよ″レイトア′クさ

れたて■ラリストたろ` どである

て

なの経性
!翠をヽスト
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人 権 っ て !

人相つて何定ろう.

llllめヽ ,一ワート

1人お〕を考を4■ ,て な 民りに■4す 7ラ ン

ス4● ■lAの rス■■ij,頓 it■, ■ヽヽ せ平的 =

に,二水大,ttの |せ千人おitJ 口 との 「人お容

R ttjやタ ロ 内に日とわⅢⅢ■これ4全口とこの

0'と体 tも大なうや人■■ 人4H採■どりF4すあり

人権■tRがIA付 OЭ  l■務を■“下の 「人お“【

々RJ 」全国に″奈とヽ るヽ。今や人Ⅲという月によ

Stお 4tており と とかt【Ⅲ tr"ちヽ いを3■ く

れういて4■=ぬ大切titで あり 大 ⅢH亀 4■

ムの■■4る のいとつとさ,■ ■う。tか し阿=よ

ぅて 一 年人おって,た ろう と なたさ,時  なみ

rt,,,中 め、rr4い 分 0 っヽて ■ヽ ■う(■ (分

かけ4い

人■ 41舶ヽ を解く4-ワ ード々 ろうめ、日み =広

,た (■人おとヽ うヽtt41本 的よ人間とtて=ま

れ ,々(ちにヽぅてヽヽる■,L束 t法工の■■の■)

に白0に H`言 えて4“|はさⅢ■い なⅢ切K41Jと

tt"されてヽヽる。

個人の権利

ひと0に 子えば隠人の打"l lrFぢ一人の人口″生

まれないうに綺っている打"1 そ“,次おそ 1■か

ろうか、 な,た の鵡現【となる1■riSそ の亀りであ

ろうめヽ 「人河`火 mと とて ,と ■列真をはたヤ

大ユ々に r人的 とを■りにヽヽ,て し=う と 41せ

の"く 人おのに大イ以 静 々 さてくる卓 |えⅢⅢを

人間と云おうと ね 人と云おうと向rてはなヽ小

と考モメちである,(■ 』イヒされた世R的 (全件lt

をなど 「人口Jと いう'い 方■り  ヽと 拒拒人のお

“1ビ人llと孝 方ヽわ4体 0(分 かりやすいので14オ

いろう小 「人間Jセ云ってとをうに'メ宗る(14あ

と0( ■の本市さ11と すヽればⅢ大 14り やすヽヽ

ネイタルにある 1大の,14ヽ窯■,■いJは ス(

'ち ,る 0のやさを■現したと古であるA■ 束 4

人ひとりの04李 人車のぬ今はlt分4こ さて た 革

とににヽものこ■■■ヽどさやいr4とさのをであろ

う

人付ユ尊く人を 4■、、 しめヽしそれ14ス占 ■年に

配分さ“たこうてささやかな値,1勺お莉てある。

大"tt分 中やすい■い方をすれ!ス人0,00人

のtt(14 00分の 1のⅢⅢlがそここ仁ど人の人llと

す=て も■(人 ,一に2100,の,■でr4-tを000

″分の 1めて日本人4人の人Ⅲと考える■'tし た 、ヽ

お■ |(Cの人がヽ●■ttiせ 子にお1ナるLAとりの

人Ⅲ14“t分の 1の“コと4■ たにうがいいので4

ないろうか。革来に伝でなせちものではない,【 奏

よこれくらいの配分のな山をもってメお を考えるヽ

」とヽヽ,ことであろ

,年 二直分されたさまやか■樽入のtB利 そ なわて

人■ である

1詢陵なブ財 デ方ロギー1し

仁分されたささやめヽ■411J(み るとすのA4LO(■ 4

六子を張って大章を近をようにえたる い もか【平●

it☆ぅており 出 S,(【Ⅲ芝夜す'力lⅢ本PA｀`か(

出もうてそれを自ほできPAいはすのささやケ`PA tflの

人Ⅲよt大 に大■を■クて,い ていと

ttt r,ぃ ,1と r人■の―人'さ Jと いうの(

,る 。人■るうにせの々'そ !ヽ そろって人Ⅲ向白

t水"“ ,こ ととこ首お■4こ とであり時代の■"

(`あ る' tか し=じめ =人おH紀 ″的 拡ⅢⅢ

るlr方では人ぉを0実 にイアオ0イーエウを■し■

めようとするいわなタクスⅢⅢ 搭 にいう人お■資

て出てくるJせ であリ イ アイ。■一化した人“=

'メ iよ へ6去及t4tめ てぃる"め ■■基せtい

人Ⅲのよねお岳 人■こウ■■怠えしてヽraぃか、



バブル求気の環 ア t■ のデはあち=            OSR Sメ t)と ド/キングtて 与えた4

ちてよく聞かれたものである。そして型 ■ ■厄INコ 】■『  号 策t(も あ, 大 イヒのよりAtしておヨ

2∞S年 10,15日 /8

N的 を動食務付けみたヽヽrAものである。

せのヤ ,皆利を,1l N的にせと安向ヒtてヽヽた

付!すかてOSRと してロゥて=たのか`もれれ

ない。

社李り■にというケてとをしいるじの

によ=っ たようにメt'と いえば共柿館を ―  も 高(4る のてはなかろう力、 臨けること

広千はちぃノ率の フル  ロロヨ受御日配潟  ち でた、強空ブ   悲

′`ターンが'か ったRで ある。ところ,0 ブヽル'汽   ょ ぅとホtいて14■かろうち

,■4じけ景気4t愚くPAると大がヽえた■うにメt'   雄 ′4が ら驚ける と ヽヽう高宏 (2)さ ある。ま

のアはか`さ済され Jし ろメセすの平神はめぅ=り  対 突イじはホ来雄びである 4ル と■く夫イヒ 芸 打の

も(4,て t=,た 。今 アて,の 革をヽ ぢとすと  煮 りがして素Lく もあり社4に 故ユつ子が出来ろ

中どの続,物 力`骨=岳 をえtぢ れたようこ苦ヽいす  し かも回Ctに企業のイメーシア″ブにも宋メるそん

る向=が選外に,ヽ、■るにどメt,は 塩かうない。  ■ 手栞を考えれtt iヽヽ ヨウ■メ
ー″一!と0ゆキに

メt,4明 |わⅢ■1管rJ手衆た これよN的 1こなせ  問 係がありしかと者がこ″業しめる天1ヒ 客 術的キ

ておこう と いう穴持うになるのこ宗連!よ焦ヽヽ    葉 をすれ trt、ヽ 表 ャは張"う しいr14カよう`そ`

ヒころめ投 方 よとはRの デはオタターブAIIが   ろ 夫化手束を考えれ■■ヽヽ 自 ,■ 屋 b鎮ヤも同し

ろとかりであろ 企 来の社合印女4Eを'A企 々のた  よ うにアセ,と いえ=英HI龍かヽHIPFttし りヽ足いつ

今の一つとして考えられな中ミにな,ている 4ん   が ■ヽヽ所 i残このjtttAtち, こ のワン′`タ
ーンに

ても先駆りしたいろ即 t4んて■06Rそ 企求の′`ラ  考 がほ営の資因も増=か FIないのである。

ンスシートの中に使み人れ て の責はたに■クて企   メ t,と 邸 芝う=(低 びつけて景りあるE‐索

茉摘にと●rmし ようとするつきさを出搭めて、ヽる。   文 イしを花共かせ`く といのにの森お い い鷺ネでの

よぅ|り云モr企求の十どヤ晦 め突弱で 企 ■の   軽 ″をすろ奈裕を終ぢたヽヽものである

0 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

達々を示fき麦摂食とをあと,:壱ほ;ラン ~ か (岩呈キうちヽホf実花=七みな景とと::

大 もす しる 7 大 夕 で ゎ 車  “ 3日 奎 品 打 E 十  五
と天 る (rの 三本 ユ切 十 日田 闘 躍 日 隠 闘  て お さ■ヽ 環 , な  の
年ぢ iど 1癌 ■をな件方8漂弱邸口直盟■  !真 4慎 を営イ⌒  ■

縁:奏景培 雪富そ岳i奮 聯    4ギ献督者書 l f合  】
抵:寄?みi官宝を塩ぢ
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「EE平あt;:魯3:骨岳:1, 告静ま需最普    告をそ 岳 ど登く   た

笹
京
本
京

０

９

０

４

７

６

０

２
こ「

３

Ｓ

Ｂ

フ

３

つ

カ

０

３

０

０

や

鶴査通
昭rn 41■勧な

翻査全餓


